
運動会の成果を次につなげること
校 長 田 中 聡

２６日はたいへん暑い日になりました。佐呂間町では最高気温が３９℃を越えるような
酷暑になったそうです。旭川でも最高気温が３４℃を越える気温となった中，保護者や地
域の皆様，来賓の皆様方をお迎えして，「第５１回北光小学校大運動会」を無事に終えるこ
とができました。最後の６年生４色リレーに至るまで，全力を振り絞るひかりっ子たちの
姿に感激いたしました。挨拶で話した「全力を尽くすこと」が確かに身についたと実感い
たしました。たくさんの声援を全身に受けながら奮闘し，活躍したひかりっ子の頑張りと
仲間との協力に惜しみない拍手を送りたいと思います。また，先生方はもとより，ＰＴＡ
の方々には場所取りの準備から会場の後片付けまでご協力いただきました。たいへんあり
がとうございました。
閉会式では，「運動会で得られた成果を学校生活に生かそう」と話しました。次に生かす

ためには何をすべきなのか，何を考えて実行すれば良いのか，そこが大事だと思うのです。
今後の学習や生活に運動会で得られた「成果」が十分生かされるように大いに期待してい
ます。

だいぶん前ですが，獣医師であり野生動物の保護や治療に取り組む，竹田津 実先生の御
本を読む機会がありました。映画にもなった「子ぎつねヘレンがのこしたもの」の原作者
でもあります。竹田津先生は，「カモでもおぼれるんですよ。」と言います。カモの子は生
まれると水に浮かぶために防水羽毛で身づくろう必要があります。そのために，母親のお
なかの下を出たり入ったりすることで，摩擦が起き静電気をもらったり，母親が毛づくろ
いをする通りにまねをしたりすることで脂腺から脂をもらい，防水羽毛ができあがる。カ
モの子は母親のまねをすることで生きる知恵を身に付け，生き残っていけるとのことでし
た。
動物の世界は，「学ぶ」ことでなく，「まねる」ことしかないのでしょう。だから，自然

と共生しながら営営と同じことを繰り返すのかもしれません。しかし，私たち人間は，新
しいことを発見し，学び，次の時代へと継承しながら進化してきた歴史をもっています。
その中で教育，特に学校の果たしてきた役割は，とても大きなものだったはずです。先人
が試行錯誤や失敗を繰り返しながらも新しい知恵や知見を得て，次代へと伝える場が学校
なのだ，とも言えそうです。
前述の竹田津先生は言います。「助けて」という信号は誰でも受け取る

ことができる。「助けて」という信号を発している動物を獣医師である先
生のところへ連れてくるのは，小学校４年生までの子どもと６０歳以上
の高齢者だそうです。ある程度以上の年齢になると「見て見ぬ振り」が
できるようになるからだとのことです。「見て見ぬ振り」ができるように
なったことが，「大人になった」あるいは「人間的に成長した」というこ
となのだろうか，と。これは，今までの教育に対する批判とも言えます。
これからの学校教育が真に「豊かな社会」や「人間性溢れる社会」につ
ながるには，どうすることが大切なのか，常に考えていきたいものです。
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今年が最後の運動会とな

る６年生。選手宣誓や応援

団長，係活動等，様々な場

面で大活躍でした！

かわいいデカパンリレーで

す。お友達と協力しながら頑

張りました！

６月 ３日(月)交通指導・委員会 ６月１７日(月)諸費納入日・クラブ
安全点検日 たてわり班集会

６月 ５日(水)耳鼻科検診(２・５年) ６月１８日(火)ピカピカデー
６月 ６日(木)プール開き ６月１９日(水)内科健診(１･３･５年)
６月 ７日(金)参観日（５年） ６月２５日(火)参観日(６年)
６月１０日(月)クラブ･防犯避難訓練 ６月２６日(水)宿泊研修結団式
６月１１日(火)遠足(１～４年) ６月２７日(木)宿泊研修１日目

お弁当の日 参観日（１・２年）
６月１４日(金)遠足予備日 給食試食会(１年)

お弁当の日 ６月２８日(金)宿泊研修２日目

前日から「３０度越え」に戦々恐々として迎えた運動会当日。５月
２６日(日）は午前中うっすら雲がかかり，強い日差しからは身を守る
ことができましたが，午後からぐんぐん気温が上昇して子どもたちの
様子を見ながら競技を進めて無事終了することができました。


